
災害対応フローチャート ～もし災害に見舞われたら～

災害が発生したら（大地震が発生した場合を想定）

自分の身を守ることを最優先する

○倒れてくるものや落ちてくるものから離れる
○頭部を守る。（机の下に待避する。カバンなどで覆う。
※机の脚は下のほうを持つとよい）
○大きな揺れが収まるまで待つ
○その後教室で着席して、放送の指示に従う

「大津波警報」「津波警報」が発表されたら

直ちに校舎の２階以上に避難

○状況に応じて３階以上へ避難。警報の解除を待つ。
○今いる棟の２階以上に避難する。
○武道場・多目的コート→３棟へ
○体育館→４棟へ
○グラウンド→１・２棟へ

「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された

◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されている
→ 解除されるまで引き続き避難行動を続ける
◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されていないまたは
解除された
→ 後に発表される臨時情報に備える

①「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」が発表された

◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されている
→ 解除されるまで引き続き避難行動を続ける
◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されていないまたは
解除された
→ 安全に留意しながら、原則として通常の授業や行事を行い、
授業後には、公共交通機関の運行状況を確認し、帰宅可能
な生徒は速やかに帰宅する。
（部活動や補習は、実施しない）

②「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表された

◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されている
→ 解除されるまで引き続き避難行動を続ける
◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されていないまた
は解除された
→ 通常どおりの教育活動を行う

③「南海トラフ地震臨時情報（調査終了）」が発表された

◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されている
→ 解除されるまで引き続き避難行動を続ける
◆「大津波警報」または「津波警報」が発表されていないまた
は解除された
→ 通常どおりの教育活動を行う


